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東北ヘルプは、また新しく 
 

新代表より、ご挨拶申し上げます。 
 

東北ヘルプ代表 川上直哉 

 

 2022年 6月 27日、特定非営利活動法人「被災支援ネットワーク・東北ヘルプ」の年次

総会が行われました。そこで、以下のことが決定されました。 

 

・代表を、吉田隆から川上直哉に変更する。 

・理事に、大島博幸と李貞妊を加える。 

これで、「東北ヘルプ」は４回目の組織変更を済ませることになりました。その経緯と意味

を、以下に記します。 

 

経緯１ 前史 

 １９８９年、「昭和天皇逝去」を受け「仙台

キリスト教連合」が発足。その目的は、仙台

のキリスト者による一致した声明を作成・発

表することにあった。 

経緯２ 発足 

 ２０１１年３月１８日、「仙台キリスト教連

合」は緊急会議を開催し、「3.11」に対応する

ために「被災支援ネットワーク・東北ヘルプ」

を発足させる。「支援者を支援する」ことをそ

のミッションとし、「青森から福島まで」をそ

の責任範囲と定め、超教派による教会への緊

急支援と、諸宗教協働による民生支援活動を

開始した。 

経緯３ 財団法人 

 ２０１１年５月、世界教会協議会に関係す

る諸団体が「3.11」への支援を本格化させ、

その現地受け皿として「東北ヘルプ」が指名

される。この要請に応えるべく「東北ヘルプ」

は財団法人を設立。以後、全国・全世界から

の支援金を受け付け、支援プロジェクトを展

開する。 

経緯４ NPO法人 

 ２０１３年６月、世界教会協議会関係の諸

団体からの支援が漸次終了することを受け、

「東北ヘルプ」は上記の財団法人をＮＰＯ法

人に移行させる。このことにより、津波被災

地での「復興」の歩みと、原子力災害の「復

旧」の難しさと、その両方を現場で担うため

の「持続可能な組織」となる。 

経緯５ 現在 

 上記の経緯を辿り、「NPO 法人 被災支援

ネットワーク・東北ヘルプ」は 

 仙台キリスト教連合の長教派的活動 

 諸宗教協働の支援者を支援する働き 

 全国・全世界の支援の受付窓口 

 現場での持続可能性 

という特徴を帯びた組織として、「１０年を超

えた被災地」に残された。この内、特に「現

場での持続可能性」を強化するために、組織

のスリム化を極限まで進めつつ、さらに「超

教派・諸宗教協働での『支援者を支援する』

働き」を追求するために、理事会組織を強化

する。 

 



以上が、２０２２年度総会での到達点となりました。今後、川上が「事務局長」の役割を

実質的には担いつつ、「代表」の責任を負います。その結果、権限の集中がもたらす弊害も

予想されます。そこで、初代代表であった吉田先生には「理事」として引き続きの参与を

賜りつつ、「福島」と「キリシタンツアー」を念頭に、日本バプテスト連盟福島「主のあし

あとキリスト教会」牧師大島先生と、旅行業のエキスパートである李さんに、理事に加わ

っていただきました。 

 

 今後、いよいよ、東北ヘルプは活動を展開して行きたく思います。具体的には、 

 

 「3.11」の復旧・復興に尽力する現場を訪問し、その必要を知り、

広いつながりの中で「支援者への支援」を組み立てる。 

 現場で知られた取り組みを全国に発信し、広く支援を呼びかける。 

 

ということを、丁寧に一つずつ、展開したいと思います。今号のニュースレターに、そう

したことを表現できていればと願っています。ご高覧を賜ればと願っております次第です。 

 

 以上のことを思う時、一つの大きな励みは、「献金」の推移にあります。本ニュースレタ

ーの最終ページに、会計報告がございます。その報告は、総会後初めての理事会で報告し

た財務報告の通り、掲載しました。それは 

 

 献金額は、一昨年度以来、横ばいである。 

 

 献金件数は、一昨年度以来、増加傾向にある。 

 

ということを示しています。それは本当に、大きな励みとなるデータでした。皆様のお心

が、一つひとつ、力強く私たちをお支え下さっている。そのことを、感謝してまた、歩み

出します。 

 

 理事会、そして仙台キリスト教連合世話人会のご指導とご助力を賜りつつ、東北ヘルプ

は進みます。その歩みに、引き続き皆様もご同道賜れば、本当に幸いに存じます。どうぞ、

改めてのご指導・ご支援・ご加祷を、よろしくお願いいたします。 

 

2022年 8月 21日 東北ヘルプ代表 



釜石から 
「街の牧師」として：髙橋夫妻インタビュー 

 

 2022年 7 月 3日(日)午後、中澤竜生理事と共に、釜石市

を訪問しました。東日本大震災で「死者・行方不明者１,

１２１人、全壊住宅２,９５７戸」という大きな被害を受

けた釜石市です。２０１２年からこの地に支援者として住

まい、今もその活動を続けておられる牧師・髙橋和義さん

と、お連れ合いの髙橋芳江さんに、お話を伺いました。 

       （聞き手：川上直哉） 

 

１．東北の被災地とのかかわり―――――――――――――――――――――――――― 
 

――ご夫妻で、東北・岩手に根を下ろされました。 

 

髙橋和義さん 

 はい。とりわけ妻の働きは、素晴らしいものだ

と思います。 

 

髙橋芳江さん： 

 どうでしょうか･･･今、私は、地域の子どもに

英語を教えています。東京の教会に赴任していた

時も、英語を教えていました。その頃は「英語教

室をするなら、教会に人を集めるために」と、考

えたと思います。でも、今は違います。教会の人

集めではなく「地域に奉仕するために」お役に立

ちたい。子どもたちの未来を拓き、街の将来へと

つながればいい。そんな思いを持っています。 

 

中澤理事： 

 県紙の『岩手日報』で文芸作品が評価され、地

方文壇へもデビューされました。 

 

髙橋芳江さん： 

 そんな大げさな事でもないかもしれません。た

だ、「被災者の心」を表現できればと願っていま

す。「被災地のために祈る夫の姿」を表現しまし

たら、「そこに感動した」という感想をいただい

たことがあって、本当にうれしく思いました。 

 

――いつ頃から、岩手・釜石で 

活動を続けておられるのですか？ 

 

髙橋和義さん： 

 ２０１２年からです。二つの教会による被災者

支援団体で奉仕して、２０１６年度から、釜石市

社会福祉協議会からお声をかけていただいて、今

の立場になっています。もう７年目になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
――ご家族が近くにおられるのですか？ 
 
髙橋和義さん： 

 アメリカ人宣教師と結婚した娘が宮古市にお

ります。夫婦で新しい教会を始めたばかりです。

その手伝いも、させていただいています。 

 

――震災以前は、東京で牧師をされていました。 

 

髙橋和義さん： 

 はい。東京の教会での牧師としての働きを終え

たちょうどその時、東日本大震災が起こり、何か、

神様からの「召し」があるような気がしました。

「向こうから掴まれる」という、不思議な感じで

した。神様の導きを感じたのです。そしてすぐ「災

害救援キリスト者連絡会（DRC ネット）」の事務

局で仕事をさせて頂きました。いわゆる「後方支

援」の仕事でした。その働きの中で、被災各地を

見る機会を得て「現場に入りたい」と強く願わさ

れたことでした。そして、祈り求めていましたら、

ＯＭＦインターナショナル（国際福音宣教会）か

ら、お声がけをいただいたのです。２０１１年３

月１１日の「あの時」の感じが思い出されました。

「釜石・大槌地区が手薄だ」ということで「支援

センターを開設して支援活動をしてほしい」とい

う要請をいただいたのでした。 

左から、高橋芳江さん、和義さん、中澤理事 

３ 



 

２．釜石の今―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
――赴任してみて、どんな印象でしたか？ 

 

髙橋芳江さん： 

 被災直後に数日間だけ訪れた義理の息子は、釜

石の北の宮古は「エデンの園」のようだという印

象を持ったようでした。釜石は「鉄とラグビーの

町」でした。 
 
髙橋和義さん： 

 ここは３万人くらいの、小さな地方都市です。

製鉄産業で栄えた「昔の栄光」の残光が強いので

すが、実際には、製鉄事業は止み、製鉄関係の雇

用は少なく、他の産業もなかなか育たない、とい

う悩みを持っています。でも、素晴らしい港があ

ります。そして、海運では東日本大震災前より活

気があるようです。 
 
――この地に根を下ろして、 

初めて見えてくるものがありますね。 
 
髙橋和義さん： 

 被災地の悲しさ、ということでしょうか。人の

心も、過去へと向かいがちな気がします。過去か

ら抜けられない、という感じです。「企業年金」

も、過去の遺産としてまだ「しっかり」あるもの

ですから、現実問題として、なかなか、次へ動き

出せないという面もあるかと思います。 

 

 

――「８０５０問題」という言葉が 

あると聞きました。 

髙橋和義さん： 

 はい。もともとは「若者の引きこもりが長期化

して親も高齢になり、収入や介護の問題が起こっ

て社会的に孤立する」という社会現象をさす言葉

ですね。でも、ここ釜石では「企業年金が比較的

豊かな８０代がおられるので、５０代の現役世代

が働かずに介護に専念しても、各世帯の経済が回

る。でも、５０代の世代は就労せずに今を過ごし

ているのだから、先行き厳しい事態に至る」とい

う現実を指す言葉、と思えています。市政を見て

も、元は大きな企業城下町だったという事実の影

響と思われる問題が、ここにあるように思えます。 
 
――そうしたところでは、「よそ者」が重要な役

割を果たしますね。 
 
髙橋和義さん： 

 そうありたいと願います。でも、「よそ者」仲

間が減っていっているのも現実です。実際、外国

からの宣教師も、震災直後こそ、この釜石にも何

人もおられたのですが、今はゼロです。伝道して

もなかなか教会形成に繋がりにくく、「教会員」

も簡単には増えません。支援に集まっていた献金

も期限がきて、経済的な問題も発生し、定着でき

ないのだろうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「牧師」の新しい姿―――――――――――――――――――――――――――― 
 

――そうした中で、髙橋和義さんの働きは、 

「牧師」の新しい姿を示していると思っています。

少し、お働きをご紹介いただけますか？ 

 

髙橋和義さん： 

 釜石の社会福祉協議会の職員として月曜日か

ら金曜日はフルに働いています。土日を中心にみ

ことばを直接に伝える働きをしています。 

良港として知られる釜石湾 

４ 
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 釜石市社協は、成年後見、小口の貸し付け、在

宅介護、児童館、入浴サービス、被災者見守り事

業など、実に様々な福祉サービスを提供して地域

に溶け込み・馴染んでいます。私はその中で被災

者対象の「生活支援相談員」の仕事から始めまし

た。それも続けながら、復興住宅の自治会形成、

被災地域のコミュニティ支援にも従事してきま

した。おもに復興庁管轄の事業ですね。 

 具体的には、仮設団地への傾聴訪問と見守り、

それから人々が復興住宅に移る当たりから、４６

ヶ所の復興住宅のうち何らかの「自治組織」が必

要と判断された２３カ所で自治会作りに励み、現

在まで、２１ヶ所で発足することができました。

市からの委託事業でしたから、成果を評価してい

ただいています。自治組織は出来はしても、住民

の高齢化から継続に大きな課題があります。今は

それに取り組み、さらに組織の維持だけでなくコ

ミュニティの再生に働きを進めています。 

 

――釜石市は、江戸時代、「伊達藩」と「南部藩」

の境界線が引かれた場所ですね。「盛岡」と「仙

台」のそれぞれの勢力範囲が、ここで接していた。

２５０年も続いたその状況が、明治政府の政策に

よって一方的にまとめられてしまった。 

 

髙橋和義さん： 

 それは歴史的に

は段階を経てのこ

とだったようです

が、確かに今でも

「釜石」と言っても

山間部もあり半島

部もあり、人の気質

が大きく異なりま

す。またかつては小

さな漁村だったと

ころに近代製鉄の

拠点が出来て、仕事

を求めて大勢の労

働者が流入しては

数年で去って行く、

ということを常に

繰り返している町

になりました。最盛期には人口１０万に達して盛

岡市を追い抜くと言われ、やがて製鉄所の合理化

による衰退も経験してきた町です。市全体として

一つにまとまることが、今でも難しい。さらに、

釜石市内には、いくつか県営復興住宅もあります。

元釜石市民だけでなく、周辺の市町村からの移住

者も、そこにはお住まいになっています。同じ釜

石の方でも、ほんの少し離れた地域の復興住宅に

入った人は、それだけでも「地域性の違い」を感

じているようです。自力で自宅を再建された方、

一般のアパートや戸建て住宅に引っ越して来ら

れた方々も加えると、いわゆる「新住民」が数え

切れないほどおられることになります。あの津波

に遭って自宅と故郷を破壊され、違う土地にやっ

てきて、「よそ者」同士で生活を始める――その

ための自治会を構成することは、大変なことでし

た。 

 でも、自治会ができたとしても、生活がそれで

すぐ変わるわけでは、もちろんないのです。多く

の人たちは、毎日の生活の中での「寄り合う場所」

がない。「行き場」がないのです。「お茶のみ友達」

もいない。 

 それで私たちは、大型商業施設のスポーツクラ

ブさんとも連携して、「おちゃっこ」の機会を作

りました。そして「健康体操」もそこでやってい

ただきながら、傾聴ケアをしてきたのです。 

 そして今、私が担当している「生活支援コーデ

ィネーター」という役割は、介護保険制度から国

が推進しようとしている働きで、ひとことで言え

ば超高齢化社会で「健康寿命」を伸ばす仕事です。

高齢者の居場所、行き場所作り、ちょっとだけ手

伝えばまだまだ自分で生活出来る高齢者のため

の市民団体による生活サービス有償ボランティ

ア団体の支援もやっています。 

 

――多くの「成果」の影に、でも、たくさんの苦

労がありましたね。 

 

髙橋和義さん： 

 そうですね・・・実際、被災したために他地域

から移住してきた方たちは、そもそも「集合住宅」

に住むこと自体、初めての体験です。皆さん、広

い住宅をお持ちの方ばかりでした。「こんな気遣

いをする生活は初めて」というのが、実感だと思

います。ゴミ出しのこと。猫の餌付けをしてしま

った隣人のこと。駐車場のトラブル。諸々。諸々。

そうしたことに戸惑い、苛立ち、諍（いさか）う。

――そうした全部を含めて、「コミュニティ支援」

が要請されます。ですから、向き合うことは「小

さな案件」ばかり、となるわけです。「つまらな

いこと」に煩わされる。でもその時、「それこそ

が愛だ」と、気づかされました。そして、その気

づきを大切にしようと、そう思って生きてきた被

災地の日々でした。 

 

中澤理事： 

 仙台にも、復興住宅があります。そして、まさ

にそうした問題があるのです。そして、しょっち

ゅう、喧嘩が起こる。たとえば「エレベーターの

使い方」でも、驚くほど大きな揉め事になるので

す。そうすると、私のところに相談が来きます。

お話を伺うと、自治会が対応しきれない現実があ

るようなのです。 

 

釜石市 
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髙橋和義さん： 

 本当にそうですね。そうした中で、自治会の役

割も新たに定義され直すと思います。従来、祭り

や季節毎の行事の実行機関、また地域行政の末端

組織、さらには住民間の調整機関、子どもや高齢

者への福祉事業の主体として機能してきた町内

会が、地域関係の希薄化・高齢化によって、そこ

までとてもやりきれなくなってきています。これ

からは、「防災・防犯・避難行動・見守り」に特

化して機能するコンパクトな自治組織という方

向に向かうのではないでしょうか。 

 

――そうした中で、辛く痛ましい出来事も、 

ありますでしょうね。 

 

髙橋和義さん： 

 そうなんです。孤独死も、幾つも起こるのです。

すると報道機関が取材に来られる。仕方がないこ

とだと思いますが、ジャーナリストの仕事として

「問題」を探すわけです。そうしたことに刺激さ

れて、住民の中に抑え込まれていた満も、噴出し

たりします。そして「深刻な問題」が記事になれ

ば、行政側はひたすら守りに入ってしまう。それ

では悪循環です。ですから、私たちは、その間に

挟まるような役割を担います。 

 

中澤理事： 

 そうして、私たちの生きている世間の、その本

当の姿を、否応なく見ることになるのですよね。 

 

髙橋和義さん： 

 「社会は、割れるように、できている」と、実

感させられています。みんな、どうしても、責め

合う。そして、そこにクリスチャンである私がい

る、そのことの意味も、実感させられています。

その「意味」とは、「割れるところに和解をもた

らし、破れを塞ぐこと」だと思うのです。それを

自分の役割として担って行く。それも「福音伝道」

だと思っています。その破れ・割れ目に、イエス

様がいる、と思っています。聖霊がいる場として、

自分がそこにいる。そういう自覚をもって、社会

の破れ目に立つ。そう思っているのです。手を当

ててくださる神様の、その手の先になる。 

 

――そうした思いを、 

職場でお話しになるのですか？ 

 

髙橋和義さん： 

 はい。そういう思いを、クリスチャンではない

方々に、私は、ついつい、熱く語ってしまいます。

やはり私は牧師なのでしょうね。でも、そうした

ことを語ると、「それは、まさに、福祉の原点だ」

と、職場の仲間が言うのです。「なるほど、動機

づけが、違う」と、キリスト教信仰への理解を深

めて下さるのです。それも、伝道そのものだと思

わされています。社会で仕事をしていながら、極

めて「福音的な仕事」ができている。そんな不思

議なことを、体験しているのだと思います。 

 

 

４．教会の「眠った」可能性―――――――――――――――――――――――――― 
 

中澤理事： 

 でも、一つ、質問をさせてください。そうした

思いをもって、そして、助力を求められて、破れ

の中に・誰も入れない部分に、入っていく――そ

うした人は、今、確かに求められていると思いま

す。私も、そうであろうと思っています。さて、

しかし、そこで問題が起こります。そうした現場

で「痛んだ自分」は、どうやって癒すのでしょう

か。和義さんは、どうされていますか？ 

 

髙橋和義さん： 

 本当に、それは、問題です。「和解の務め」を

真剣に・本気で担おうとすると、サンドバックの

ようになりますね。皆さん、どうしても「叩きや

すいところ」を見つけて、叩いてくる。実際、「ご

近所さん」も「行政の人」も「叩きにくい」です

よね。だから、私のところへ「たっぷり」言って

くるのだと思います。 

 

中澤理事： 

 「何で、こんなことに・・・」と、実際、悩み

ます。それで「祈るしかない」と、私は気づかさ

れることばかりです。でも、そのことを、被災者

の方々が理解して、励ましてくれることもありま

した。 

 

髙橋和義さん： 

 祈る。本当にそうですね。そして、「イエスさ

まの苦しみは、これの何千倍だったかな」と、想

像するようになりました。 

 

中澤理事： 

それでも、納得できない思いは、どうしても残り

ますね。 

 

髙橋和義さん： 

 そして、悩みますね。つまり、何でも「してあ

げる」と、必ず、支援された側の皆さんが、共同

体として、弱くなる。「一緒に」悩んで苦労する

必要がある、ということです。ですから、工夫を

要します。「自治」ということを一緒に、どこま

でも謙遜に、考えていく。時には「指導」もしな

ければならないのです。自分のような者が・・・

と悩みながら、でも、責任を果たさなければなり
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ません。「最終的には、いらなくなること」が、

自分の目標だと思って、いつも悩みながら進めて

います。実に、その塩梅は、難しい。 
 
中澤理事： 

 これは、つまり、キリスト教の用語でいうとこ

ろの「牧会（牧師の担うケア）」ですね。 
 

髙橋和義さん： 

 本当にそうだと思います。会議の仕方、記録の

仕方、必要な配慮――すべて、教会で牧師に求め

られる「牧会的配慮」と、同じだと思うのです。 
 

――髙橋和義さんは、今でも 

「牧師」としての自覚をしっかりお持ちですね。 
 

髙橋和義さん： 

 はい。そして、そのことは、職場の中でも知ら

れていまして、私は「牧師」として見られていま

す。そして自分としては「教会のやり方」を、現

場に展開しているつもりなのです。 
 

――そうした可能性を、教会が持っている、 

ということですね。 

髙橋和義さん： 

 そうなのです。たとえば、教会には必ずある「規

約」も、とても評判が良いのです。自治会を作る

時、どうしても「規約」が必要になります。それ

で「ひな形」を探しますと、はっきりします。会

社組織などの「規則」では、どこかかみ合わない

ところが必ず出てくるのです。そもそもの考え方

が違うのだと、気づかされます。そうしたとき「教

会の規約」を活用しますと、とてもうまくいった

のでした。 
 

――最近では「サーバントリーダーシップ」 

という言葉も、教会から広がっていますね。 
 

髙橋和義さん： 

 本当に、そうですね。ぜひ、そうした点、教会

は自信を持ってほしいと思います。教会は社会が

必要としているものを歴史的に豊かに育ててき

ていますから。 
 
 

 
 

髙橋和義さん： 

 そうかもしれません。こちらに来て、「伝道」

とか「教会」を、根底から考えさせられました。

古代の教会・迫害や新約聖書の時代のクリスチャ

ンのことを想像しています。結局、人格同士の出

会いが、その最初にあったのだと思うのです。そ

れが、今は「イベント」に集中するようになって

しまっていないだろうか。「イベント」や「行事」

から解放されて、人と出会い、共に生活をする、

ということが、「伝道」とか「教会」ということ

の実質なのではないか。 

 結局、その場・その場で、働くこと。人を育て

ること。奉仕すること――キリスト教は、そうや

って始まった・そうして福音は広がったのではな

いかと、今、聖書を読み直して、考えているので

す。私は、そこから改めてスタートしたいと思っ

ています。「生きたクリスチャン」の姿を見せて

いくことをもって、「伝道」としたい。クリスチ

ャンは何に怒り、何に喜ぶのか。それを示してい

きたい。信じると人はどうなるのか、それを生き

たサンプルとして先に示せたら、これから信じる

人にとって信仰はとても具体的なものになると

思います。先に「教理」や概念を伝えようとする

と、そこで壁にぶつかって止まってしまう、そう

いうアプローチをこれまで私たちはずっとして

きて、それで宣教が進まないと言い続けてきたの

ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．起こった変化―――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

――今の教会は、もしかすると、「まず、教理を

教え、それを信じてもらってから、信仰生活を知

ってもらう」という感じかもしれませんね。 

 

髙橋和義さん： 

 その「後・先」を、逆にしてみたいと思ってい

ます。理屈や概念にばかり躍起になっている自分

たちを、変えてみたい。そう思って、自分は変わ

ったと思います。 

 

――例えば、どんな変化がありましたか？ 
 
 まず、「天国」観が変わったと思います。「ここ

ではないどこかに」という救いに、私も憧れてい

たと思うのです。「この地」について無関心にな

りがちになる。どこか「社会問題」には本気にな

れなかったと思うのです。「天国という別の世界

へ行く」という事は、聖書的に正しかったのか。

今、そう思う自分は、確かに変わった気がします。 
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――どうして、そのように変われたのでしょう。 
 
髙橋和義さん： 

 やはり「この地」に来たという事が大きく影響

していると思います。この地で、この社会の皆さ

んと、同じことを体験して、そこに福音が染み出

して行くような、そんな存在でありたいと願って

過ごすことが、変化をもたらしたのだと思います。 
 
中澤理事： 

 なるほど。そのように、変化を体験してみて、

さて、過去の自分との関係は、どうですか。 
 
髙橋和義さん： 

 はい･･･正直、寂しさを覚えています。気が付

くと、以前の繋がりは、薄れているのです。過去

との繋がりは、大切なのに･･･ノスタルジーは、

あります。ひとりぼっち感があるのです。でも、

今までのあり方にとどまっていては、結局、教会

は「内向き」になる。成果を求められ、成果が上

がらず、疲れてしまう。そもそも、何かが根元か

ら間違っているのではないか？――聖書に戻っ

て、考え直して、新しい世界に自分を投げ出して

いきたい。そう思って、自分を慰めています。 
 
中澤理事： 

 私も、震災を経て、変わりました。「日曜日も、

求められるなら、外に出て働こう」と考えるよう

になりました。そうしたら、ある人から「礼拝を

大切にしていない」と言われてしまって･･･とて

も切なかったですね。そんなことがありました。

髙橋先生は、過去の自分が追い求めてしまってい

た「成果」を、手放したのですね。そして、目指

していた「天国」の姿が変わったと言われました。

「地上を離れて天国に行く」というイメージを

「地上が天国になる」というイメージに切り替え

られた。そのことは、とても重要なのだと思いま

した。素晴らしいお話を伺っていると思います。 
 
髙橋和義さん 

 ありがとうございます。励まされます。これは、

大げさに聞こえるかもしれませんが、まさに「第

三千年期」の教会の歴史が始まろうとしている、

と思っています。これから、いろいろ、どんどん

変わるのでしょう。変わらなければならない課題

が、教会にはたくさんあると思います。私も「日

曜日を守らなくなった」「あの人はもう牧師では

ない」と見られることもあるようです。「そくそ

く」とした寂しさを、感じています。でも、すべ

てが変わっていくのだろうと、そんな実感もして

います。 
 
――新しい時代の新しい教会の姿を、 

ぼんやりとでも、見つめておられるのですね。 
 
髙橋和義さん： 

 なんとなく、目が開かれたような気がしている

のです。いろいろなことを考える前に、実践が始

まってしまった。事実が先行しています。とにか

く、そこに追いつきたいと、必死です。あるいは

息切れしているのかもしれません。「社会の中で、

仕事をしている牧師」というあり方の中で、すべ

ての見方が変わってきたように思います。 
 
髙橋芳江さん： 

 昔、東京圏で、「普通の牧師夫婦」らしくして

いた時を思い出します。その時、「キリスト教関

係者の目」を気にして過ごしていました。その中

に、自分の「立場」もあったのです。でも今、変

わりました。「クリスチャンでない街の人」が見

ている、その中で、牧師夫婦として生きている。

そのことを、実感しています。実際、そのように

声をかけてくださるのです。東京圏では、そうい

うことはありませんでした。せいぜい、街の人と

は「挨拶」しか、しませんでした。でも、釜石で

は、違います。もっとはっきり、いろいろな話を、

街角でしている自分がいます。 
 
髙橋和義さん： 

 こちらに来て、クリスチャンではない方に、結

婚式の司式を頼まれ、準備から司式までを通して、

丁寧に福音をお伝えすることができました。また、

クリスチャンでない方に「聖書の話を聞かせて

よ」と、頼まれるようになりました。「一緒にク

リスマスの讃美歌を歌いたい」という声がけもい

ただきました。「そうすることで、自分は、人生

の総仕上げをしたい」と、その方はおっしゃいま

す。そうしたことを通して、今、自分は「釜石の

牧師」になったのだ、と実感しています。 
 
髙橋芳江さん： 

 「キリスト教に入る覚悟はないけれど、聖書を

一緒に読みたい」という方が、多くいらっしゃる

のです。私たちは牧師夫妻ですが、教会を担当し

ていません。ですから、そうした方々に出会いや

すいのだと思います。そして今、そうして聖書を

読む方々の中から「この聖書の言葉は、俺の生活

のことを言ってる！」と喜んでくださる声が聞こ

えています。 
 
髙橋和義さん： 

 実際、変な解説をしなければ、聖書を読むと、

誰でも、そういう感想をお持ちになるようです。

でも、この事実を語っても、既存の教会の中では

なかなか理解されない。でも、大きく変わりつつ

ある時なのだと思っています。 
 
中澤理事： 

 大都市は別にして、ほとんどの場所で、実は、

牧師は「教会の外」に出なければ、何もできませ

んね。そして出て行けば「友達になる」ことから

始まる出来事が起こります。 

 「洗礼ありき」「奉仕ありき」「礼拝ありき」と

いう教会のイメージは、私の中にも根深くありま

す。しかしそれはもう行き詰っている。「洗礼・
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奉仕・礼拝」ということが、本当は何を意味して

いたのか、新しく語り直す必要があるのだと思い

ます。その必要を、若い人たちが感じ始めていま

す。私は、年長世代として、それを支えたいと思

っています。 
 
髙橋和義さん： 

 東日本大震災の震災直後、教会による支援活動

のどこででも「教会の壁を低くしよう」「３００

年、４００年というスパンで考えていこう」と話

し合っていたのを懐かしく思い出します。けれど、

もう「もとに戻っている」ことを、たくさん見て

います。そして、そのことに問題を感じている人

も少ない。あれだけの経験をして、社会はそれな

りに変化したのに、教会は元通りでは寂しいこと

です。 
 
中澤理事： 

 でも、先生が講演をされたビデオを Youtube で

見て、私は感動しています。多くの方が、その感

動を分かち合っていると思うのです。地元に根付

いて、その地の必要に応えて行く。そこにキリス

ト教が醸（かも）し出される――そういう活動を、

丁寧に続けたい。今日も、そしてビデオの中でも、

髙橋先生は、そのことをおっしゃっていたと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中澤理事： 

 実際、「東北」はクリスチャンに理解がなかっ

たと思いますが、それが、震災で変わった。それ

は、まさに髙橋ご夫妻のような活動がもたらした

変化だと思うのです。 

 
 

６．これから――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

中澤理事： 

 さてそれで、考えるのです。その活動を、継続

することの大切さ・大事さです。常々、そのこと

を思っているのです。 

 実際、そうした「地味な」活動は、それを担っ

た人々がこの地を離れれば、やっぱり「それまで」

となりますね。どうしても「生涯を通して」の活

動・派手でなくても、一人ひとりに寄り添う活動

が、継続されること。それが大事だと思うのです。

もし、そうした活動を担う人が、十人もいれば、

すごいことだと思うのです。 

 でも、どうしても、宣教師や牧師たち（つまり

私たち）は、教会を作りたがる。でも、そうする

と、その活動は、どうしても、どこか、閉じられ

てしまう。 

 高橋先生の今のやり方は、本当に、理想的だと

思います。時間はかかるけれど「一番いい」と思

う。ここまで継続されたことに、深く敬意を覚え

ますし、継続の結果、ここまで整えられたのだと

思います。 

――今の活動は、どうやって 

継続されているのですか？ 
 
髙橋和義さん： 

 経済的なことを先に言えば、社会福祉協議会

からの給料で足りない分を、全国からの献金で埋

めていただいています。献金の半分くらいは教会

からのものです。 

 継続の心構えはと聞かれれば、とりあえず私は

継続のこと、「後継者」などについては考えず、

行けるところまで行ってみようと、そう思ってい

るのです。 

 それから、その上で、この働きが「髙橋の働き」

にならないように、気を付けています。地域にと

っては「以前、そういう人がいたね」という印象

だけしか残らない「個人プレー」ではダメです。

それで、今年度から「釜石祈りの家」を名乗るよ

うになりました。この点に関しても、試行錯誤は

続きます。 

 

 
 

Youtube で「高橋和義 創造の回復」と検索ください。 

――このインタビューを通じて、髙橋さんご夫妻に繋がって、支援しよう、という方が 

起こされることを願っています。本日は本当に、ありがとうございました。 
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陸前高田から 

株式会社「陸前高田企画」村上清さん インタビュー 

 

 宮城県から三陸沿岸を北上すると、陸前高田市から 

岩手県となります。そこにも広がる津波の大きな被災地

に、「復旧」を超える「復興」を目指す大きな努力が続

いています。その中心に「陸前高田企画」という株式会

社の皆さんがおられました。2022年 7月 4日、「陸前

高田企画」様をお訪ねし、その代表取締役 村上清さん

に、お話を伺いました。「復旧」を超える復興の可能性

を感じるひと時となりました。以下、ご紹介いたします。 

聞き手：川上直哉 
 

――震災直後から今日まで、村上さんは、陸前高田の復興のために尽力されてきました。そ

の目標に、「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」というものがあると

伺いました。 

村上さん： 

 「ジェンダー」とか「ダイバーシティ」という言葉は、大切なものです。でも、どうでし

ょう。こうした言葉があるのは、その背後に何か「問題」があるからですね。もし、いろい

ろな方々が、差別なく、いろいろな思いで活動できる、とすれば、そうした言葉自体が不要

になると思うのです。それで、「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」

というコンセプトを、２０１１年１２月に作ったのです。 

――そして、具体的には、どのような復興事業へとつながりましたでしょうか？ 

村上さん： 

 たとえば、「障がい者も社会参画できる」最低

限の整備として、市内の新しい建物は全て、バ

リアフリーにして行くことからはじめました。 

 私たちは、町を全部失ったのです。そして、

サポートを受けて立ち上がりました。ですから、

そこから得たことを分け合って行きたいと願っ

ています。そのために、世界に誇れる美しい街

を目指す。地域の美しさを甦らせる。そうした

復興事業を目指して、今も努力を続けています。 

――「美しい」という目標ですね。 

村上さん： 

 はい。この場合の「美しい」は、心根の美しさを指しています。ですから、形ばかりでは

足りないのです。それで、官民問わず、みんなで様々に工夫をして行く、そのお手伝いをし

ようと思い、市の補助を得て認証制度を設立しました。また、市も主体的に努力を進めてく

ださっています。「ふるさと納税」関連品のパッキングをはじめ、名産の椿茶など、障がい

者の活躍の場を進めているのです。 

１０ 



――陸前高田市全体で、力を合わせておられることは、本当にすごい事だと思います。 

村上さん： 

 私の古くからの友人でもある戸羽太さんが、あの日からずっと、今も変わらず、 陸前高

田市長として素晴らしいリーダーシップを発揮していると思います。戸羽さんは、ずっと前

から、日本のどこにでもある「知的精神障害者児の扱い」に、強い違和感を持っていました。

音楽を愛する彼は、若いころにアメリカを旅しました。そこで「障がい者も普通に生活して

いる」という様子に衝撃を受けます。「車椅子でボウリングをしている」という姿は、当時、

日本では考えられなかったのです。障がい者だけではありません。フロリダでは、高齢者の

生き生きした姿に強い印象をうけたようです。そこから学びを深め、北欧から「ノーマライ

ゼーション」という言葉を知り、そしてさらに「その言葉もいらないまちづくり」を、私に

相談してきたのでした。 

――市として団結し、そして、特色ある復興への取り組みができた、ということですね。 

村上さん： 

 たくさんの方々のお力の賜物だと、感謝しています。その上で、さらに、「合併しなかっ

た」という私たちの特色が活きていると思います。 

 「平成の大合併」の時、私たちは、「合併を拒否した町」となりました。「１万８千人の町」

として、陸前高田市は存続したのです。そしてそこに津波がやってきました。「２千人」が

亡くなったのです。そのお一人おひとりに、遺族がいます。遺された友人がいます。「２千

人分」の苦労が、無数に広がっているのです。 

 例えば、市職員を見てみましょう。４００人程度の陸前高田市役所職員に、１００人を超

える犠牲が出ました。実に「４人に一人」の規模でした。その家族を考えると、大きな大き

な犠牲です。そしてさらに、市長個人を見てみても、その痛みは深刻でした。実に、市長に

選出されて三週間後に「3.11」となり、そして彼は、家も妻も亡くしたのでした。だから、

市職員も市長も、当事者としての思いを強く持っているのです。 

――「形だけ」の「従来型の大型公共事業」という批判が、復興事業には、いつもついて回

ります。被災地の困難は、現場に惰性を生み出しがちなのかもしれません。でも、そうした

惰性に、皆さんは力を合わせて抗（あらが）っておられる。素晴らしいと思いました。 

村上さん： 

 そうありたいと思っています。実際、

「政治の役割は、現場で立ち上がれな

い人を助けるところにある」と、私も

市長も考えているのです。ですから、

それは「津波の被災地」ということに

とどまらないと思っています。私たち

は「難民」も受け入れたい。「外国人」

への支援もしたい。でも、私たちは小

さい。だから、全国・全世界に、お力

をお借りしたいと思っています。 

（了） 
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被災地・石巻で 本当の「福祉」を 

「べてるの風」のパン工房 

 

 「3.11」では最大級の津波被災地となった中核都市・石巻市で、「べ

てるの風」は始まりました。「被災地で精神障がいと共に生きること」

の困難と直面した人々の間から、本当の福祉を目指した新しい挑戦が続

いています。「この苦労を大切にしてみよう」という挑戦です。東北ヘ

ルプは、その最初から、この挑戦に、ご一緒させていただきました。 

 今、その「べてるの風」は、新しい一歩を踏み出そうとしています。

「本当の福祉」を目指す「パン工房」が動き出したのです。その指導に

当たられる阿部雄悦さんと、「べてるの風」理事長の大林健太郎さんに、

お話を伺いました。 

（聞き手 川上直哉） 

 

――半世紀を超えるパン作りの経験。今、それがこの現場に生きていますね。 

阿部さん： 

 はい。この「パン生地」を見てください。この生地は、冷凍したも

のです。でも、冷凍しても酵母が死滅しないような工夫をしています。

これも、私の人生の中での試行錯誤の成果です。それから、常温に戻

した時にも、たとえばバターを入れると、発酵が遅くなります。そう

して、キッチンの温度やオーブンの性能などに合わせて、最善の生地

を作り出す。そうした方法を、長年、失敗しながら、手に入れてきま

した。 

――なるほど、試行錯誤、失敗の経験が、パン作りの秘密なのですね。 

阿部さん： 

 はい。「レシピでパンができるわけで

ない」ということです。それは、とて

も大切なことだと思います。 

 生地を作るのも、目で見て、一つず

つやる。そうしないと、覚えません。

やって、覚えるのです。 

 「この機械がなければできない」と

いうことはない。「機械が造るわけでは

ない」ということです。むしろ、機械

が無いところから始めて、覚えたほう

がいい。 

 その意味で、始まったばかりのこの

「べてる」のパン製造は、大きな可能

性があると思います。 
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――阿部さん個人の人生について、少しお話しくださいますか 

阿部さん： 

 私は昭和１６年に、石巻の隣にある女川町で

生まれました。小さい時、防空壕にも入ったり、

空襲を受けて近くの山に避難したことも覚えて

います。爆撃機が見えた時、山の中で母親が自

分から離れて行きました。二人一緒にいたら、

一緒に殺されてしまうと、そう思ったのでしょ

う。でも、幼い私は、わかりませんでした。辛

い思い出になりました。よく覚えています。 

 小さい時から、砕石や水産業の手伝いをして生活しました。近くには中国大陸や朝鮮半島の人の

集落もあって、「近づくな」と大人が言っていたことを覚えています。１４歳で、一関市のパン屋さ

んに「丁稚奉公」に出ました。３年の約束でした。そして年季が終わって、あと一年「御礼奉公」

をしました。 

 自分は家族の中では「五男」でしたが、兄たちは家を出ていましたので、奉公が終わって、実家

に帰りました。女川で「どら焼き」を焼いて売ったのが、パン職人のはじめです。薪の石窯で焼き

ました。薪が炭になって、その熱で焼く。温度計も何もない中で、勘で、焼きます。お客さんにも

鍛えられました。そうして、「すべては勉強だ」と学んだのでした。今も、勉強を続けています。 

――体を使って、失敗をしながら、勉強するのですね。 

阿部さん： 

 とにかく「できない」と言わないようにしているのです。昨日も、ひとつ、失敗をしました。で

も、今日は、不思議にうまくいった。そうやって、毎日勉強です。失敗した方が、反省して、覚え

る。それが始まりです。それから、何でも、丁寧に・正確に、できるように努力します。それから、

スピードを付けて行く。そうすると、技術が向上するのです。 

――この「べてるの風」で、障がいと共に生きる方々が、 

そうした「技術」を手にできたら、本当に素晴らしいと思います。 

阿部さん： 

 まず「一人」が技術を身に着けることだと思います。そして、また一人。施設の利用者が、互い

に教え合うようになって行けばいいなと思っています。そのために、まず「一人」と思っています。 

――時間がかかるのですね。 

阿部さん： 

 はい。私の仕事の最初も、とにかく「一軒一軒」女川の町を回り、パンを売っていったのでした。

その時、丁稚奉公時代の体験が活きたのだと思います。朝５時頃から自転車で売り歩くのです。「自

転車」ですから「自動車」には勝てません。だったら、ということで、早く起きて仕事を始めるこ

とにしたのです。それから、ちょっと考えて、お客さんの「台所仕事」をボランティアで手伝いま

した。そうしたら、「一軒一軒」親しくなって、知恵もいただき･･･と、そんな感じで、ずっとやっ

てきました。そうして、１０年かかって、やっと、店を出せたのが私の経験です。それまでなかな

か、苦労した。でも、振り返って思うのです。「時間がかかったけれど、それでよかったのだ」とい

うことです。特に最近、教会に行くようになってから、そういう思いが強くなりました。「人と比べ

る」ということが、まったくなくなったのです。 

 ベテルの風 
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――今のお仕事への思いを教えてください。 

阿部さん： 

 ここの仕事は、自分の人生の「最後の仕事」と思っています。ここに集っている仲間が、とても

いいな、と思っています。何より、ハートがいい。施設の利用者が、一人ひとり、すごい能力を持

っている。ただ、それを「活かしきっていない」かな、とも思います。 

 福祉の現場では「利用者が主役」の

はずです。でも、それが「絵に描いた

餅」になっているのが現実だと思いま

す。「障害と一緒に生きる人が、技術を

身につける。施設の利用者同士が、教

え合い指導し合う」というのが、本当

の姿だと思います。そうしたら、施設

の職員が、自分の仕事に集中できます。

そうしたら、福祉の水準も、どんどん

向上するでしょう。それが、本当の姿

だと思うのです。それを、人生の最後、

実現してみたいと思っています。 

 もしそうしたことが実現したら、こ

こは、もっと活気のある場所になるで

しょう。みんなが元気になるために、

自分はここにいる、と思っています。 

 そう思って、久しぶりに福祉の現場に出てみたら、気づくことが多くあります。色々、忘れてい

るのだと、やっぱり勉強することばかりです。 

――震災前から、福祉に関わっていたのですか。 

阿部さん： 

 震災前、中小企業の経営者として、障害者雇用等、福祉に関わっていました。でも、限界を感じ

ていた。それで、いつか施設を作ろうと思って準備をしていたら、よい福祉関係者と友だちになり、

「一緒に女川町でやろう」となったのでした。ちょうどその頃、自分の家族の一人が障がいを抱え

て生きるようになり、「障がい者」という存在は「身近」なのだと、実感しました。 

 

――そして、まさに女川町に福祉施設が出来上がったところに、 

「3.11」となった。そして、津波に遭ったのでしたね。 

阿部さん： 

 はい。町自体が、完全に破壊されてしま

いました。できたばかりの私たちの事業所

も、すべて破壊されました。そして、施設

の利用者が二人も亡くなったのでした。 

 でも、その女川の福祉施設も、皆様のお

かげで、無事に復旧させることができまし

た。「これでひと段落」と思っていたのです。 
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――そうした中で、「べてるの風」の大林理事長が、 

「三顧の礼」で阿部さんのお力を借りすることに成功された！ 

大林さん： 

 はい。本当にありがたく思っています。２０１９

年に、阿部さんにお目にかかりました。女川で「さ

んまパン」が大評判になっていました。すごいな、

と思っていたのでした。 

 

阿部さん： 

 私は、大林理事長のことを「経営者としてすごい」

と、尊敬していました。福祉の業界では、「製造」

することばかりが議論されて、「販売」することは、

あまり考えられていません。でも「べてるの風」は、

「販売」に特化して、全国の方々から支えていただ

いている。それはすごいことだと思いました。 

大林さん： 

 今、「べてるの風」に、新しい風が吹き始めたと思っています。「販売」に特化しがちな私たちは、

福祉業界の中では、小さく見られてきたと実感しているのです。今、製造部門を作って、諸先輩方

と「同じ目線」になれるかもしれません。大きな期待を抱いています。 

――「健常」を標榜する社会・世の中で「障がい者」が働き手として生きて行く、そのお手伝いをす

るのがつまり「就労支援」という事業所の役割になりますね。その意味では、利用者各位が「技術」

を手にできたら、本当に助けになりますね。 

大林さん： 

 はい。その際、「べてる」の基本は、これまで通り、いつも大事にし続けていようと思います。つ

まり「病気を抱えての就労」で、いいんだ、ということです。そしてそれこそ、私たちの・被災地

での「新しい挑戦」だと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左がパン職人の阿部雄悦さん。 右が理事長の大林健太郎さん。 

事業所の壁には「べてる」の基本になる言葉が掲示されています。 
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――「福祉」あるいは「就労支援」を考える時、阿部さんが大事にしていることは何でしょうか。 

阿部さん： 

 私が大事にしていることは「礼儀」と「清潔」です。ここの利用者は、実に「礼儀正しい」。それ

は大事なことで、素晴らしいことです。それを大切にして、「掃除から始まって、掃除に終わる」と

いうことを、覚えて頂ければと思います。「製造」の技術を手にすると、だれでも、必ず、人間とし

て成長します。それを、実感してほしいと思うのです。 

――これからの目標は何でしょうか。 

大林さん： 

 次の目標は、パンの販路の安定した開拓です。企業や公共機関へアプローチを強化

しようと思います。私たちの強みを、これから生かしていきたいと思っています。そ

して、全国の「ベテルの風」を応援してくださるみなさま、石巻の被災地を忘れずに

覚え続けてくださるみなさまにも、お届けできればと願っています。 

阿部さん： 

 今、パンの製造は、まだ、数量的には安定していません。急がない

ことだと思います。そして、今のうちに、「新製品」を作り出したい

と思います。ここのオリジナル製品を開発したいのです。 

――もう、新商品の候補がありますね。 

阿部さん： 

 「金華鯖パン」や「わかめの食パン」や「わかめのパウンドケー

キ」があります。まだ試作品ですが「珍しいパン」になります。評

判は、良いようです。それから「ラスク」も、もうすぐ完成すると

思います。これから「石巻の苺とトマト」を使って「ケーク・サレ」

という新しいパンにも挑戦していきます。 

 それから、定番の「あんぱん」などについても、この事業所のス

タッフさんが、素敵なシールを作ってくださいました。一つひとつ、

とても素晴らしいと思っています。 

大林さん： 

 全国の皆さんに「楽しみにしていて下さい！」と、お伝えしたいと思います。 

事務局長の阿部豊さんと、 

理事長の大林さん。 

 

事業所の入口にて 
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福島の宣教の働きを継いで 

「シオンの丘」の「プーさんプロジェクト」 

 

 「3.11」から 10 年が過ぎ、さらに日々が積み重なっていきます。原発事故から時間が

経って、気が付けば「原発再稼働は当然」という言葉も、あちこちに聞こえるようになり

ました。 

 時間というものは、このように、全てを風化させる。 

 でも、全てが風化するわけではありません。「歴史」として積み上がり、「今」新しく脈

動する力を生み出すことも、時間の流れの中で、確かに起こります。 

 福島県には、貴い教会の歴史がありました。地域に奉仕するクリスチャンの営みが、営々

と積み重ねられていました。その歩みは「原発事故」の中でも止まることなく、むしろ前

進しました。そして、今、そこからさらに「先」へと、朗らかに歩み出そうとしているプ

ロジェクトがありました。そのプロジェクトは「プーさんプロジェクト」と名付けられま

した。それは「養蜂」のプロジェクトでした。そのプロジェクトに、「食品放射能計測所」

も、お手伝いすることができました。 

 このプロジェクトを担われている船田肖二先生、船田ゆう子さん、杉田朋子さん、そし

て東北ヘルプ理事の木田惠嗣先生に、お話を伺いました。 

（聞き手 川上直哉） 
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――まず、みなさま、自己紹介を、お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木田先生： 

 ミッション東北 郡山キリスト福音教会の牧

師をしています木田です。震災の後、郡山に東

北ヘルプの協力を得て計測所が建てられました。

今は主に、私が計測をしています。最近、「シオ

ンの丘で採れた蜂蜜と蜜蝋」を計測しました。

今回は「不検出」となりました。そのことを計

測所の会議で報告しましたところ、ぜひ、この

「養蜂」のプロジェクトについて、取材をした

いと川上先生から提案があり、今日はお集まり

いただきました。 

船田先生： 

 日本イエス・キリスト教団 白河栄光教会の牧

師の船田肖二と申します。私たちの教団でも、

少子高齢過疎の現実は切実で、私もいくつもの

教会の責任を負っています。同様に、震災の前

から「シオンの丘」の管理責任も負っています。

今日は、その「シオンの丘」で始まった新しい

プロジェクトのご紹介をさせて頂きます。 

船田ゆう子さん： 

 船田肖二の妻です。去年の今頃は、まさか「養

蜂」を始めているとは、思いもしませんでした。

昨年１１月から、不思議な出会いが重なり、あ

れよという間に、このプロジェクトに関わって

います。まだ始めたばかりで、どうなるかわか

らない中にいます。今日のような機会をいただ

き、徐々にビジョンを得られればと願っていま

す。 

杉田朋子さん： 

 白川栄光教会の信徒の杉田です。初めまして。

日本各地を転々として、白河に１０年になりま

す。「蜂」に関わることになって、人のかかわり

が増えました。そのことを、本当に面白いな、

と思っています。「神様の不思議な業だな」と、

そう思っています。 

 

――日本基督教団でも、最近、宣教

研究所から「福業」（福音を伝える

伝道事業としての副業）として「養蜂」

の可能性があることが発信されてい

ます。皆さんも、まさに、「養蜂」のプ

ロジェクトを新しく始めたのですね。 

 

船田先生： 

 はい。「プーさんプロジェクト」といいます。

面白い名前、かもしれませんね。 

 「シオンの丘」という場所が、福島県須賀川

市にあります。この場所には、長い歴史があり

ます。安藤喜市という牧師がおられました。戦

中・戦後にかけて、大きな働きをなさいました。

その人生の後半、安藤先生は、農業や畜産を神

学生と共に学ぶ拠点を、ここ須賀川に造られま

した。神学校が閉校となった後、この施設全体

が「シオンの丘」と呼ばれ、地域の多くの教会

が活用するようになりました。そして震災の時、

この「シオンの丘」が、福島県内の重要な支援

左上から、船田先生・木田先生 

左下から、杉田さん・木田とも子さん 

深
澤
奨 

 

「 

教
会
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
と
持
続
可
能
性
」 

の
中
の
「 

教
会
と
養
蜂
」。 

日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所 

『 

宣
教
の
五
つ
の
視
点
か
ら
』に
所
収 

18 

東北ヘルプ 「ニュースレター」 ２０２２年夏号 



センターになったのです。そして震災後、農作

業もここで進められ、今はブルーベリーなどが

豊かに実る場所となりました。この施設全体の

管理者である私も、自然が好きなものですから、

果物の木を植えて育てています。 

 そうした中で、日本バプテスト教会連合 玉川

キリスト教会牧師の福井誠先生から、海外で活

動してるクリスチャン養蜂家のお話を聞く機会

が与えられ、刺激を受けたのが始まりです。こ

こで「養蜂」ができますと、周囲の農家の方々

の「受粉作業」が楽になります。それは確かな

地域貢献になる。そうした話が盛り上がる中で

「プーさんプロジェクト」という名前が出て来

ました。何となく「いいね」となりまして、今、

そのまま使っています。 

――このプロジェクト名の使い心地はいかがですか？ 
船田ゆう子さん： 

 もしかすると「わかりにくい」と思われるか

もしれませんね。私はよく「プーさんプロジェ

クト（養蜂）」と、一言の説明を付けて、お伝え

しています。 

杉田朋子さん： 

 私は「ぷープロ」と呼んでいます。とても平

和なイメージがあると思っています。のどかな

イメージがあって、好きです。 

木田先生： 

 私もいい名前だと思っています。「ディズニー」

のイメージでしょうか。 

 最初、「シオンの丘で養蜂をする」と聞いて「ほ

んとにやるの？」と思いました。でも、始まり

ましたね。不思議な気持ちです。 

 須賀川の「シオンの丘」の周りには、リンゴ

畑、梨畑がたくさんありますから、これが農家

とのつながりに広がるのではないか、と思って

います。日本各地に田園地帯があり、そしてそ

こにキリスト教会がありますね。そして、ここ

に宣教センターとして「シオンの丘」がある。

この「ある」ということは、とても大切なこと

だと思います。実際には、どうしても、教会は

地域では「浮いた存在」となってしまう傾向も、 

あると思うのです。けれ

ど、「養蜂」をきっかけ

に、上手に、近所の方と、

お近づきになり、良いつ

ながりを広げる可能性

が生まれると思うので

す。これはとても良い働

きだと思いました。 

――「プーさんプロジェクト」。持続可能な活動になるといいですね。 

木田先生： 

 正直に言いますと、私は最初、このプロジェクトについて、半信半疑だったのです。でも、始め

てみますと、意外にたくさん、取れましたね。蜂蜜も、蜜蠟も、こんなに取れるんだ、と思って、

驚きました。「大金」を生み出すようなことではないと思います。でも、有効に用いられたら素晴ら

しいな、と思って見ています。 

――「シオンの丘」という場所と、このプロジェクト。響き合うものがありそうですね。 

木田先生： 

 １９０１年に生まれた安藤先生が、９９年に

及ぶその生涯の最後の長い時期を過ごされたの

が、この「シオンの丘」という場所でした。神

学校が生まれ、手作りで宿舎が建ち、神学生の

生活が「自給自足」で回るようにと、養豚等を

開始した。貧しい農村の生活に耐えられるよう

に、という目標を掲げた神学校教育でした。そ

ういう場所が、この「シオンの丘」なのです。

私は、その神学校の一番最後の卒業生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：「堤キリスト教会」時代の献堂式の様子    右：現在の「シオンの丘」 

「シオンの丘」とその前身の「堤キリスト教会」については以下の資料を参照 

木田惠嗣「堤キリスト教会の歴史」 https://xfs.jp/oWU3v 
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紆余曲折あって、その神学校の土地と施設を日

本イエス・キリスト教団のみなさまに管理して

いただくことになり、そして、震災のボランテ

ィアの拠点として大きな働きを担った。震災を

経て１１年。今、その「シオンの丘」で、周囲

の農家の人たちと協力しながら、養蜂が始まっ

ている。不思議な、神様の素敵な働きを、見て

いるような気がしているのです。 

――そこに、放射能計測所の役割もありました。 

木田先生： 

 はい。はじめは、本当に心配したのです。 

 あの原発事故があって、福島県を含む広範な地域に放

射性物質が降りました。その後、東日本で採れた蜂蜜か

ら、高い放射能が検知されたのです。震災直後「食用に

は向かない放射線量」の蜂蜜を、私も、いくつか検出ま

した。それで「大丈夫かな」と心配しました。でも今回

の計測では「検出限界値以下」でした。検体がたくさん

あり、たくさん測ることができたので、ある程度の精度

も保てたと思います。今回は、大丈夫でした。自然が・

環境が、回復しているのかもしれません。安心しました。

――具体的には、どんな「養蜂」事業を始めているのでしょうか。 

船田先生： 

 最初は「ニホンミツバチ」を考えました。「手

がかからないで、量が取れて、収益になる」と

いう評判でした。でも、実際には「セイヨウミ

ツバチ」で始めることになりました。不思議な

人のつながりの中で、クリスチャンで専門家の

先生のご助言を頂いて、そのように始めること

になりました。 

 今年２月には、基本的な研修をオンラインで

していただき、３月３１日に箱を設置しました。

今は「ニホンミツバチ」も、少しずつ、始めて

います。 

 ミツバチは「家畜」とも呼ばれます。つまり、

扱いを間違うと、社会問題だって起こしてしま

うのです。杉田さんのご夫君（充さん）が、精魂

込めて、担当して下さるようになりましたこと

は、とても大きいと思います。お忙しい仕事の

中に時間を割いてくださり、日曜日、早朝礼拝

をしてから作業に当たってくださっています。 

――どれくらいの規模で、始めましたか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船田先生： 

 今、蜜蜂の巣箱は、二箱です。養蜂箱は、そ

れぞれ二段になっていて、下に卵があり、上が

蜜を溜める場所になります。取る時期によって、

味が違うのです。それは結局、花の種類が違う

から、だそうです。これは新鮮な驚きでした。

つい最近は「栗の花」の蜜で、実に独特なもの

でした。 

 蜜を取りすぎると、ミツバチの「越冬」がで

きなくなる可能性があるのだそうです。「この冬

を超えたい」という目標を見つめて担当くださ

る杉田さんと一緒に、地道に緻密に進めていま

す。その中で、私としては「心の豊かさ・楽し

さ」を見つけたいと思っています。 

二
〇
二
二
年
七
月
十
三
日 

郡
山
食
品
放
射
能
計
測
所
に
て 

「 

シ
オ
ン
の
丘
」の
蜂
蜜
を
計
測
。 

 

結
果
は
「 

不
検
出
」で
し
た
。 
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――これから「販路」を探さなければなりませんね。 

杉田朋子さん： 

 なるべく多くの方と、時間をかけて、ご協力

を頂き、プロジェクトを進めたいと思っていま

す。まだ「販売」ということはしないで、この

プロジェクトを応援してくださる皆さんに献金

を頂き、その御礼として蜂蜜などをお贈りする、

ということで進めたいと思っているのです。 

 このプロジェクトには、夢がいっぱい広がり

ます。まず、蜂蜜がたくさん採れるためには、

「お花」がたくさん必要です。地域にお花が増

えて行くことを、夢見ています。 

 そして、蜂蜜を素敵な製品にするために、デ

ザインをしてくださる方も必要ですね。そのデ

ザインから、ワッペンが生まれ、芋版が生ま

れ･･･と、つながりが広がり、その広がりをみん

なで感じられるような、かわいい、おもしろい、

楽しい、そうしたことが広がっていくように、

一つひとつ、プロジェクトを進めていきたいと

思います。 

 

船田先生： 

 今、私たちの考えとしては「販売はしない」

という方針なのです。「シオンの丘」と地域との

つながりを生み出し、また、「シオンの丘」の歴

史とのつながりを生み出す、そんな「養蜂」で

ありたいと思います。そのために、この蜂蜜を

用いていきたいと思っています。 

――今、どれくらいの量が採れたのでしょうか。 

杉田朋子さん： 

 蜂蜜は、１００ｇの瓶に「１０８本」詰めら

れました。でも、まだまだ、残っています。 

木田先生： 

 蜜蝋も、かなり採れましたね。天然の蜜蝋は、

木工製品の仕上げ材として「とてもよい」のだ

と聞いています。 

船田先生： 

 そうですね。そうした可能性も、どんどん、

模索したいと思います。ロウソクなどは、教会

で喜ばれるでしょう。まだ、たくさんはないの

ですが、蜜蝋も、これから、増えて行くだろう

し、教会でどんどん広げて行くこともあり得ま

すね。 
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大島博幸（日本バプテスト連盟福島主のあしあとキリスト教会牧師） 

李貞妊（元「東北ヘルプ」職員） 

※肩書等は全て 2022年 8月現在 

(救世軍泉尾小隊士官) 
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